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平成 28年第９回加西市教育委員会会議録 

 

１ 開会日時   平成 28年９月 29日（木） 14時 00分 

２ 閉会日時      同 日 14時 45分 

３ 開催場所   加西市役所 ５階大会議室 

４ 出 席 者   教 育 長       高 橋 晴 彦 

委    員       渡 邊 隆 信 

委    員       内 藤 堯 雄 

委    員       多 田 久 子 

委    員       沼 澤 郁 美 

 

５ 上記出席者及び傍聴人を除き、会議に出席した者の氏名 

         教育次長           達 可 忠 久 

         市参事（子育て未来政策担当） 前 田 政 則 

         教育総務課長         中 倉 建 男 

         参事兼学校教育課長      本 玉 義 人 

         こども未来課長        伊 藤   勝 

         生涯学習課長         森   幸 三 

         図書館長           高 井 聡 子 

         総合教育センター所長     植 田 正 吾 

         生涯学習課主幹        永 井 信 弘 

         教育総務課長補佐兼総務係長  民 輪 寛 美 

 

６ 付議事項 

議案第 32号 加西市文化財審議委員の委嘱について 

 

７ 議題となった動議を提出した者の氏名 

なし 

 

８ 質問及び討議の内容 

   

議案第 32号 加西市文化財審議委員の委嘱について 
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生涯学習課主幹より説明を行う。文化財保護に関する条例第 18 条の規定により、文

化財審議委員を委嘱したいので、委員会の議決を求める。 

任期は、平成 28年 10月１日から平成 30年９月 30日である。委嘱する者は、８名で

そのうち２名は新規の方で、あと６名は再任の方であると説明する。 

 

９ 議決事項 

  

議案第 32号 加西市文化財審議委員の委嘱について 

 

原案通り可決 

 

１０ 報告事項 

 

教育長 

この１月間の主な事項、参加行事等について報告する。 

（１）８月 30日 泉中学校区就学前施設整備基本計画審議会 

市長のあいさつを兼ねた方針説明、委員長、副委員長の選出、統合のねらい、現状、

統合案、スケジュールについて協議を行った。 

  委員長は、田中享胤先生、副委員長に金岡保育連盟代表を選出。委員は、各地域の代

表区長、保護者代表、関係園長である。３回程度審議を行い、年内に方針をまとめる予

定である。 

（２）９月６日 オーストラリア研修の報告会 

オーストラリア研修の報告会を行い、市長への報告を行った。研修が良かったとの報

告を受け安堵した。今後も続ける計画である。 

（３）９月 13日 管理職候補者等の第１回教育長ヒアリング 

今後の管理職不足への対応を報告した。 

（４）９月 26日 代表区長会 

９月 20日の代表区長会は、台風 16号の関係で延期になり、９月 26日に開催した。 

気球条例、イノシシ・鹿などの有害鳥獣駆除について、質問があった。教育委員会関連

の質問は無かった。 

（５）９月議会について、全議案が議決され９月 26日に終了した。 

教育委員会は、補正予算のみであったが、防犯カメラを、北条小、北条東小、特別支
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援学校に設置する。設置していない残りの６校（賀茂、下里、九会、富合、日吉、泉）

については、来年度に設置する予定である。そして、富合学童保育園整備（旧富合幼稚

園）と、住吉神社幣殿の改修助成、青野原俘虜収容所柱等の保管移転にも取り掛かる予

定である。 

議会の一般質問について、管理職の若返り状況、若返りにより学校経営等に問題が生

じないか、若返りによる学校経営等の力量アップの方策、県教育委員会との指導主事等

の人事異動の状況、０歳から 15歳までの一貫教育のあり方について質問があり、現状

等について報告した。 

次に、加西市における学力向上の取組、英語教育では、小中高一貫した英語教育シス

テムの構築、英語特区についてモデル地区の指定、市内高校及び小中学校の交流、玉丘

古墳の整備、未来型児童館・資料館・美術館について、ふるさと創生基金等の活用につ

いて質問があった。特に、教育による市の活性化を期待する質問と、また、善防中学校

の単クラス化を危惧した質問があった。グローバル化が進展しているなか、英語能力の

向上は非常に重要であると考えている。今後の教科化と対応して、モデル地区も手法の

一つと考える。小・中・高の連携については、朝来市の状況等を踏まえ検討し、また、

部活等の連携は今後も進めていくと答弁した。 

玉丘史跡公園については、計画に基づき順次整備していくと説明した。 

また、がん教育の推進について質問があった。下里小学校のモデル校指定の紹介をし、

がん教育の推進体制の構築に向けて取り組んでいくと答弁した。 

保育園・幼児園の待機児童の現状、子育てを支える行政の役割、仕事と子育てを両立

する環境整備、保育サービスの充実についての質問があった。待機児童数は、８月末現

在 22人の状況である。保育の質の向上を目指すと答弁した。 

 

教育総務課長 

教育施設整備事業等進捗状況について報告する。西在田小学校は、全体工事が完成し

10月９日に竣工式を開催する。（仮称）加西認定こども園仮設建物建設工事は、リース期

間中である。園舎建設工事は、鉄骨立て方が完了し躯体工事が計画通り進んでいる。 

 

こども未来課長 

平成 29 年度認定こども園・幼児園・保育所・幼稚園入所申込みについて報告する。入

所申込みは 10月 11日から 10月 31日までの期間で受付する。 

今年度の変更点は、北条幼稚園で４歳児からの受入れを開始、別府幼児園と九会幼児園



4 

 

との統合による加西こども園の開園、出産予定で入所申込みが可能、入園予定者を対象に

入園案内説明会を開催、国の法律に基づき、新規入所申込み手続きの際にマイナンバー（個

人番号）記載が必要となったことである。また、来年度初めて入園する保護者に対して、

入園説明会を９月 27日に４回開催した。 

 教育委員より、出産予定での申込みは何週以上の方などという条件はあるかとの質問が

ある。 

こども未来課長より、来年度入園を予定し、母子手帳がある方なら申込みが可能である

と回答する。 

教育委員より、説明会の回数と参加人数について質問がある。 

こども未来課長より説明会は当初３回の予定であったが、参加者が多かったため４回開

催し、参加人数は合計 250人であったと回答する。 

教育委員より、説明会で出た質問や意見の内容について質問がある。 

こども未来課長より、マイナンバーの取扱いに関すること、これから園を選ぶための参

考にしたいこと、定員超過の状況とその場合の対応などについて質問があったと回答する。 

 教育委員より、参加人数も多いので、来年度は説明会の日数を増やすことも必要ではな

いかとの意見がある。 

 

生涯学習課長 

公民館まつりについて報告する。恒例となっている４公民館での公民館まつりが 10月、

11 月に開催される。公民館で活動している登録グループの方々が、日頃の活動成果の発

表の場として、また地域交流の場として、まつりを盛り上げている状況である。 

開催日については、各公民館で重ならないようにしている。10月 22日、23日善防公民

館、10月 29日、30日南部公民館、11月５日、６日北部公民館、11月 20日中央公民館で

開催する。北部公民館は泉中学校体育館、中央公民館は加西市健康福祉会館を会場とする。

芸能発表、作品展示、料理バザー等の他に記念講演会なども企画している。 

教育委員より、公民館まつりには、できる限り足を運んでいる。まつりは、各館長が趣

向を凝らしており、誰もが楽しめるようになっている。地域づくりに非常に有効であると

考えられるので、これからも住民の方とともに続けてほしいとの意見がある。 

 

図書館長 

図書館まつりについて報告する。10月 23日に開催し、雑誌リサイクル、キッズクラフ

ト、大人のためのおはなし会、おもしろ科学実験、ライブ演奏会等を行う。 
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教育委員より、昨年度のライブ演奏会は素晴らしかったので、今年も楽しみにしている

との意見がある。 

 

総合教育センター所長 

平成 28年度研修講座の中間まとめ（８月末現在）について報告する。 

 平成 28 年度は、昨年度より２コース２講座増加し、24 コース 41 講座を開設した。若

手教員の資質向上に重点を置いた講座として、「コンプラインス研修講座」「部活動指導者

研修講座」を開設した。新学習指導要領の英語・道徳の教科化に対応するための「外国語

活動研修講座」「道徳教育研修講座」を新設した。特徴的なものとして、特別講座として

開催した「発達支援フォーラム」等がある。 

現在終了した講座について、受講者合計は 1,254名を数え、昨年度と比べると、365名

の増加となった。講座受講者による評価は、５段階評価で平均 4.42であり、昨年度の 4.64

と比べると低いものの好評価を得ており、講座への満足度が高いと考える。 

 受講後のアンケート調査の意見欄には、良かった旨の書き込みも多数あった。また、改

善を示唆するものもあった。来年度の研修講座に向けて、今年度実施した講座の内容・ア

ンケート結果等を十分に検討し、より充実した研修講座になるように努める。 

 教育委員より、受講者が増えた理由について質問がある。 

総合教育センター所長より、特別講座の開催もあるが、昨年度末の全教職員に対するア

ンケート結果を考慮し、より参加希望が強くなる講座内容に努めたことであると回答する。 

 教育委員より、生徒指導講座の具体的な内容について質問がある。 

総合教育センター所長より、生徒指導全般に渡る未然防止、早期発見・早期対応等に関

する内容と不登校対応についてであると回答する。 

 教育委員より、講座後のアンケート結果は講師の立場としては貴重な意見である。結果

を講師に伝えているのかとの質問がある。 

総合教育センター所長より、意見、感想等については講師に伝えるように努めていると

回答する。 

教育委員より、研修講座については参加の教職員の意見と今日的な課題を上げて、充実

した良い研修ができている。今後も意見を取り入れながら、参加人数が増える講座を開催

してほしい。また、研修を受けられた先生方が研修内容を今後の実践に移し、また仲間へ

広げる取組を期待しているとの意見がある。 
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１１ 協議事項 

   なし 

 

１２ 教育委員の提案 

  なし 

 

１３ 今後の予定について 

第 10回定例教育委員会 10月 25日（火）14:00～ ５Ｆ大会議室 

第 11回定例教育委員会 11月 28日（月）14:00～ 多目的ホール 

第 12回定例教育委員会 12月 26日（月）14:00～ ５Ｆ大会議室 
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この会議録は、事務局員が作成したものであるが、真正であることを認め、ここに署名

する。 

 

 

平成 28年９月 29日 

 

 

出席者 

 

（出席者署名） 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 


